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（1990）や影山（1996）の語彙概念構造（Lexical Conceptual Structure ;
LCS）による状態変化の意味述語の表記は，完成相における telicity に従う。
本稿で問題となる（7）－（11）の変化事象の多くは，完成相においてある到達
点までの期限を表す時間句（e.g. in three hours/3時間で）と共起する telic
な事象であり，同じ LCS の意味述語で統一的に表示される（以下の LCS 表
記は影山（1996）による）。
（19）［EVENT y BECOME［STATE y BE AT z］］




































e.g．悪化する ok ok ok no
（8）の事象

















合（totally ordered sets）として定義される。Kennedy and McNally
（1999）は，very と共起できる形容詞は最大値もしくは最小値を持たない open
scale を，completely と共起できる形容詞は両端に最大値と最小値を備える to-
tally closed scale をそれぞれ次元上に持つことを示した。
（26）John is｛very/*completely｝tall.
（9）の事象
e.g．着く no no no no
（10）の事象
e.g．驚く no ok ok no
（11）の事象





























うる（Filip 2001 ; Hay, Kennedy and Levin 1999）。ただし，Krifka
（1989）による事象構造と incremental theme とを対応させる mapping と違
い，尺度構造も時間構造も点（具体的な値）の順序対であることを考慮しなけ
ればならない。





れる。よって，変化事象の時間構造上の t は全て，尺度構造上の何らかの値 d
と対応しなければならない（Mapping to Scale Structures）。
（33）∀R［MAP-S（R） ∀T∀t∀S［R（T, S）& t∈T→∃!d［R（t, d）& d∈S］］］
そして，全ての変化事象に求められるのは，時間構造上において変化の起こ
る前を指す時点と変化後を指す時点の 2つが少なくともなければならないと
いうことである（Mapping to Scale Structures for Change）。
（34）∀R［MAP-S-CHANGE（R） ∀T∃t1∃t2∀S［R（T, S）& t1, t2∈T & t1 t2





（35）∀T∀t1∀t2∀S［R（T, S）& t1, t2∈T & ¬∃t［R（t, d）& t1 t t2］
→∃d1∃d2［R（t1, d1）& R（t2, d2）& d1≠d2］］
（35）は，隣接する時間構造上の t1と t2は同じ値であってはならないとい
う制約で，非線形構造の尺度構造は必ず時間構造を持てない現象を捉えたもの




（dlim）を持つ事象の場合は，始めに dlim に対応する時間 tlim までを考慮する。
では，前節までに問題となった変化事象の（7）を具体的に見てみよう。
（36） tspo ・ ・ ・ tn ・ ・ ・ ・（T）




が，これは，Dowty（1979）が degree achievements と呼ぶ事象を説明する
ために有効である。普通の変化事象は，完成相の形式で in- 時間副詞のみと
共起するが，degree achievements と呼ばれる事象は，同様の環境で for- 時
間副詞とも共起できる。
（37）a. The soup cooled｛in/for｝an hour.
b．株価が｛3ヶ月で（10円にまで）／3ヶ月間｝下落した。
（37）の事象が for- 時間句と共起できるのは，完成相が非境界的な時間構造






「～し続ける」は，processes の完成相で atelic な時間構造を取り立てられる











（41） tspo ・ ・ ・ tn ・ ・ ・ ・ ・ ・ tlim（T）





















（44）∀S∀d∀T［MAP-S-CHANGE（T, S）& d≠dspo∈S & d≠depo∈S
→¬∃t［R（d, t）& t∈T］］
（45） tspo tepo （T）
・・・dspo ds depo・・・ （S）
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